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―フランス外交官たちのみた「日出ずる国 L'Empire du Soleil-Levant」―
157（3）
1857 年 10 月、ルエル（Rouher）商務大臣から外務大臣への書簡では、「フ
ランスはその国旗をはためかせる最初の列強のひとつであるべき」である
とされた。
　以上を背景として、1854 年 5 月ころからフランスの外務省文書に日本の
記述があらわれはじめた。長崎・出島のオランダ商館に出入りしていたデ









France de l’Asie」（1866 年 11 月 3 日外相宛報告書）であると発言したこと
がある。鳴岩は、これを彼の印象的な言葉として引用するが、この表現じ
たいはフランス外務省内で作成された 1862 年 4 月 15 日付の文書にすでに
みられる（5）。文書作成の時期は、シャム使節団の訪仏（1861 年）ののち、
































界皇帝」が存在すると考えられた。前者は、「宗教的首長 chef de la religion」
であって国事には関与しない「ミカド Mi-ka-do」である。後者は、「タイグ
ン Taï-goun」と呼ばれる「裁きをおこなう皇帝 Empereur justicier」であり、
「ショウグン Sio-goun」と呼ばれる「戦士としての皇帝 Empereur guerrier」
でもある。彼がただ単に「日本皇帝」と表現するばあいは、徳川将軍をさす（7）。
　日本人に関しては、「優秀な人種 race supérieure」であると賞賛しており、「極
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の正統君主」であって、神代に王朝を創始した「皇帝 = 神 Dieux Empereurs」
の末裔であり、「聖界の君主 Souverain spirituel」でもある。それに対して徳
川将軍は、「帝国の軍最高司令官 généralissime de l'Empire」であり、かつ「事
実上の君主」として天皇の代理人をつとめ、世俗事項にかかわる執行権力
















していった。はやくも 1865 年 1 月には、「われわ
れの国民性と日本のそれにみられる一定の類似
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（ 1 ） 本稿は、平成 30 ～令和 3 年度科学研究費補助金・基盤研究（C）「第二帝制下
フランス外交の異文化経験と極東戦略に関する基礎研究」（課題番号 18K01020　
研究代表者：野村啓介）による研究成果の一部である。




（ 3 ） 本講座の内容の多くは、これまでの筆者の論考を基礎とする。主に、野村啓介「フ
ランス第二帝制下の対日外交政策 ―日仏修好通商条約の締結をめぐって―」『国
際文化研究科論集』（東北大学大学院国際文化研究科）第 23 号（2015 年）所収；
同「日仏修好通商条約正文（仏・蘭・和）に関する比較的考察―ナポレオン 3
世下フランス対日外交の基礎研究―」『ヨーロッパ研究』（東北大学大学院国際
文化研究科旧ヨーロッパ文化論講座）第 11 号（2016 年）所収；同 ”Diplomatie 
française à la recherche de la Constitution politique du Japon avant la Restauration de 
162（8）
1868: exemple de Léon Roches, un diplomate du Second Empire (1864-1868)”、『ヨー
ロッパ研究』（東北大学大学院国際文化研究科旧ヨーロッパ文化論講座）第 12
号（2017 年）所収。
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（ 6 ） 少なくとも交渉のなかで、英語による意思疎通がなされなかったことは確実で
あるように思われる。野村前掲論文「日仏修好通商条約正文（仏・蘭・和）に
関する比較的考察」。
（ 7 ） もはや「精神的皇帝」・「世俗的皇帝」と訳しわけるのが慣例となっている観が
あるが、その用語法は聖俗の対比にもとづくがゆえに、「聖界」・「俗界」の訳
語をあてた。
（ 8 ） G. Duchesne de Bellecourt, La Chine et le Japon: L’exposition universelle, Revue des 
deux mondes, le 1er août 1867, pp.710-742.
